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背景と⽬的
はじめに
本チェックリストは、半導体製造装置メーカ及びデバイスメーカでのクリーンルーム内における墜落制

⽌⽤器具使⽤に関するものとなります。

背景と⽬的
半導体製造装置の製造、搬⼊、セットアップ、メンテナンス等で装置の天井または脚⽴で作業する

場合、地上から主に２〜3mの⾼さとなるため墜落制⽌⽤器具を使⽤することが⼀般的な処置と思い
ます。
しかしながら、2019年2⽉に改正された墜落制⽌⽤器具の規格変更により、ショックアブソーバーが

伸⻑されたことから、これまでと同様の⾼さのフックポイントでは万が⼀墜落した場合、地表への衝突
リスクが⾼くなりました。
SEAJ安全専⾨委員会としては、このような⾼所作業においても安全に作業していただくためチェック

リストを作成しました。作業される前に確認いただくことを推奨します。

確認項⽬
※詳細は次⾴のチェックリストでご確認ください
・作業者要件
・作業環境の確認
・使⽤する器材の確認
・緊急時の処置について
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確認⽇ ＿＿＿＿年＿＿⽉＿＿⽇ 確認者 承認者
お客様名称（⾃社の場合は記載不要） 建屋名称 フロア

作業前チェックリスト チェックリスト

SEAJGL2022第006号

Semiconductor  Equipment  Association  of Japan

参考資料1︓レストレイントシステム

『中央労働災害防⽌協会
フルハーネス型墜落制⽌⽤器具の智識』より出典

墜落の危険性がある箇所への接近禁⽌処置
※墜落静⽌⽤器具（フォールアレストシステム）より優先される

□レストレイントをしていれば墜落制⽌⽤器具の併⽤は不要
□レストレイントは、⼿摺に置き換えられる
□レストレイントは規格化されていない
□ランヤードの⻑さは、重⼼が落下位置に到達しないこと（⾜が出ないこと）
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出典元︓藤井電⼯電⼦カタログより

□⾃由落下距離、落下距離を理解してください。
□落下距離が作業床の⾼さを超えないように適切な器具の選定や作業環境の整備を
して下さい。

参考資料2-1︓⾃由落下と落下距離
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参考資料2-2︓落下距離の算出例

出典元︓藤井電⼯電⼦カタログより
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参考資料2-3︓落下距離の算出例解説

出典元︓藤井電⼯電⼦カタログより
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参考資料2-4︓フルハーネス仕様確認

出典元︓藤井電⼯電⼦カタログより

『種類』 『使⽤可能質量』

【フルハーネス】
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参考資料2-5︓ランヤード仕様確認

出典元︓藤井電⼯電⼦カタログより

『最⼤⾃由落下距離』『種類』

『使⽤可能質量』
使⽤可能な着⽤者の
体重と装備品の質量
の合計の最⼤値

『種別』 『落下距離』
標準的な使⽤条件の下で使⽤した場合の落下距離

【ランヤード（ショックアブソーバ）】
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参考資料3︓墜落制⽌⽤器具 新旧規格について

出典元︓藤井電⼯ホームページより
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ご安全に︕


